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資　料

盲児用触探 索教材 としての 平面空間上 に おける

玉 落と し課題の 有用性 と手指探索行動 の 変化

阪本　悠香
＊ ・佐島　　ge＊ ＊

　盲児にお い て 空間的認識の 基盤 とな る手指探索行動 を育て るこ とは 、 認知発達の 基

礎 として重要で ある 。 盲児の 手指探索行動の 発達を促すため には 、 平面上 を探索 して

穴に物 を落 とす課題が 重要な内容 として 実践 され て きた 。 本研究 は 、 盲児用触探索教

材の 開発 とい う観点か ら 、 （1）玉落 とし課題の 有用性 、 （2）平面上 における手指探索

行動 の 変化 の 二 点を明 らか にする こ とを目的 とした 。 図形弁別を指標 とした発達 レ ベ

ル が 1歳 6 か 月前後の 盲児 12名を対象 と して、玉落 とし課題 を三試 行行い 、 課題遂

行中の 手の 動 きの 変化、左右の 手の使 い 方の 組 み合わせ の 変化、行動観察の 観点か ら

分析を行っ た 。 その 結果 、 手の 動 きで は狭 い 範囲の探索か ら広範囲 の 探索、左右の 手

で は片手の 使用か ら両手の 使用 と い う
一

定の 方向性が 示唆 され た 。 また、行動観察 か

ら玉落 と し課題 は対象児の 興味 ・関心を持続的に引 き出 し、 か つ 少な い 試行で 手指探

索行動に変化が現れ る こ とが示唆 された 。

キ ー ・ワ ー ド ：盲児　玉落 と し課題　手指探索行 動

1．は じめ に

　視覚障害児は、手指機能の 発達に遅れがみ ら

れ る こ とを多くの 研究者が指摘してお り（山本 ・

岩 田 ，
　 1971；五 十 嵐 ， 1980； 文 部 省 ， 1984 ；

Warren ， 1984；五 十 嵐 ， 1991 ；五 十 嵐 ，
1993 ；

五 十嵐 ， 1994b）、五 十嵐 （1991， 1994b）はその

理 由に つ い て 、手 の 機能は視覚との 協応 に よ っ

て発達が促進 される 面が多い た め である と述べ

て い る 。 また 、 盲児は 外界 へ の 探索行動 の 発達

に遅れ が ある こ とが様々 な研 究に よ っ て示され

て い る （山本 ら ， 1971 ；五 十嵐 ，
1980 ；文部省 ，

1984；佐 々 木，1987 ；五 十嵐 1991 ；五 十嵐

1993 ；五十嵐，1994b ；川住，2003）。

　Fraiberg（1977）は こ の 点に つ い て、視覚 に障

害の な い 子 どもは 目で 見た物 に手を伸ばす行動

’

筑波大学大 学 院教 育 研 究 科

鉢

筑波大学人 間系

が 生後 4か月 こ ろ か らみ られ るの に対 して 、 盲

児は 11か 月 こ ろ まで 音 を手掛か りに した 探索

行動 も手伸ば し反応 も見 られ なか っ た として い

る 。 こ の こ とは、発達初期 に お ける乳幼児の 外

界へ の 積極的 な探索行動が視覚か らの 情報を前

提 と し、盲乳児は外界に 向か う誘因 となる情報

が得られ ない 状況 にある こ とを意味す る ととも

に、探索行動は外界 に向かうモ チ ベ ーシ ョ ン と

なる魅力的な刺激 に よ っ て 引 き出される もの で

あ り、 空間を理解す る認知能力の 発達 と密接に

関連 して い る （佐島， 2008）。

　一方、盲児 にお ける探索行動 の 遅れは 、 認知

発達 を中心 とした発達全般 に も影響を及ぼ す こ

とが 指摘 され て い る （文部省，1983 ；宇佐 川，

1990 ；加 藤 ， 1991 ；五 十 嵐，1994a ；五 十嵐 ，

1994b；山口 ・宇佐 川 ・佐島，2005 ；佐島 ， 2006）。

たとえば 、 文部省 （1984）や佐 々木 （1987）は盲

児 における探 索行動の 遅 れ が 、 2歳 まで の 認知
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発達 にお け る重要な指標であ る対象の 永続性の

獲得 や運動発達の 遅滞 に つ ながる こ とを示唆 し

て い る 。 中野 （1978）は探索行動が 生起する と

き、そ の 行動 に伴 う運動 は方向、距離、位置関

係 などの 特定の 空間条件を満 たす必 要が ある と

し、そ の 行動を空 間行動 と して 位置づ けて い る 。

こ うした空 間行動 を体制化 し探索行動 を通 した

空間的認識 を基礎か ら育 てて い くこ とは、認知

発達 の 基礎 と して 重要 で あ る （宇 佐川，2007）

が、多くの 盲児は空間の 把握に 困難を感 じて い

る （日本盲人福祉 研 究会，1976）。また、川住

（2003）は探 索行動 とは新 し い 刺激や 不慣 れ で

不確かな もの、環境情報などに つ い て 情報を収

集 し、知覚 ・認知 して い くた め の 中心的 な活動

であ る こ とを指摘 して お り、 こ の 点 か らも認知

的活動の 基盤 と して の 探索行動の 重要性 を強調

する こ とがで きる 。

　 さて 、 盲児における手指運 動お よび探索行動

の 発達を促す指導につ い て は過去に 多 くの 研究

と実践が な され て お り （中野，1978：水 口
・林 ，

1979；五 十嵐， 1980 ；前東 ，
1980 ；安楽 ， 1982 ；

水 口 ， 1982：山口 ら，2005）、 その 中で も平面上

を探索して 穴に物 を落 としこ む課題が 初期の探

索行動の 指導 にお い て 重要とされ て きた （山口

ら
，
2005）。 そ の 理 由と し て 、 平面上 の 探 索は

触運動感覚 に よ っ て 探索の 方 向、 距離 、 位置関

係 などの 情報を連続的に得 る こ とが で きる こ と

か ら、 自己 と外界の 事物 ・事象 と の 空間的関係

を対象化 して と らえる こ とが最 も容易な環境で

ある こ とがあげ られる 。 すなわち、 発達の 初期

段階 に ある 盲乳幼児の 探索行動の 指導 にお い て

は、平面上 にお ける能動的な手指探索行動の拡

大が 空間行動を体制化 し、 空 間的認識 を基礎か

ら育て て い くこ とが 必要不可欠で ある （佐島，

2006）。

　そ こ で 本研究で は 、 平面空 間上 の 手指探索行

動の 拡大 を図る教材 として玉落とし課題 を開発

し、 盲児の 探索行動の変化 を観察す る こ とに よ

り、そ の 有用性 と手指探索行動の 変化 を明 らか

にする こ と を目的 と した 。

皿．方法

　 1．対象

　課題 の 実施が可 能な盲児 12名 を対象 とした 。

年齢範囲 は 4 歳か ら 11歳、平均年齢 は 7 歳で

あ っ た 。 担 当教員へ の 聴取か ら、対象児の うち

6名は知 的障害を有して い た 。

　対象児の 発達の 状態に つ い て は 、 佐島 （2005b）

の チ ェ ッ ク リス トお よび佐島 （2005a）の盲 ・知

的障害児の発達段階に関する資料を参考に  行

動、  こ とば 、   手指探索 ・操作 、   認知 ・概

念、  数量 ・文字 の 領域 か ら な る 43項 目の

チ ェ ッ ク リ ス トを作成 し、担当教員に記入 して

もらっ た 。 その 結果か ら、図形弁別 にお ける認

知 レ ベ ル （丸 ・三角 ・四角の 基本図形 の 弁別が

困難な 1 歳 6か月以前 ・図形の 弁別が 可 能な 1

歳 6か 月以 降 ；以 下 図形弁別 レ ベ ル とす る）、

手指操作技能 （小 さな穴 に ス トロ ーの よ うな細

か い もの を入 れ られ る か ど うか）、 常同行動 の

有無の 観点か ら対象児の 実態 を把握 した。対象

児の 年齢、診 断名 、 視力 、 知的障害の 有無、図

形弁別 レ ベ ル 、 手指操作技能、常同行動の 有無

に つ い て Table　1 に示 した 。

　 2．玉落 と し課題に使用する教材

　使用 した教材は秋葉 （2008）を参考に作成 し、

水平面の 大 きさは 、 対象児が 両 手を伸ば し て も

十分に空間の 方向 、 距離 、 位置関係が わか る程

度の サ イズ と い う観点か ら、縦 40crn、横 60cm 、

高さ 15cm と した 。 木製 の 箱 の 上面に MDF 材 （木

材チ ッ プ を合成 して作 っ た板）を張 り、玉 を落

とす ため の 穴 をあ けた （Fig．1）。 穴 の 配 置 は

Puccini　and 　Perfetti（1982）および秋葉 （2008）を

参考に 、 半径 が 5cm 刻 み の 同心 円上 に配置 し

た 。 なお 、 同心円上 の 穴の 距離は 5cm 以 下 と し、

穴の 数 は計 88個 で あ っ た。

　落 とす鉄球の 直径は 15mm の ス チ ール ボール

（泰豊 トレ ー
デ ィ ン グ社製）と し 、 平面 上 の 穴

の サイズ は球を入れ て も直接落下せ ず、指先で

軽 く押すと落ちる よ うな大 きさに調整 した 。

　 3 ．手続 き

　調査 は、 対象児の 通 う盲学校の教育相談室等

の 個別室にお い て実施 した 。 対象児の 体の 大 き
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Table　1 対象児の 実態

対象児　 　 年齢 診断名 佑 〕 診断名 〔左 ） 視 力　 知 的障害
　 　 　 　 　 　 　 レ ベ ル

図形弁 別 小 さな穴 に もの を
　 　 　 　 　 常 同行動
入 れ る

A 　　 8歳1か 月

B 　 　 6歳 1か 月

C　　 8歳 1か月

D 　 　 4歳4か 月

E 　　 5歳11か 月

F　 　 5歳5か月

G 　 　 7歳4か月

H 　 　 6歳2か 月

1　 11歳10か 月

∫　 　 ll歳8か 月

K10 歳7か 月

L 　　 7歳4か 月

　　 小 眼球症 　　　　　　 小 眼 球症

第 次 硝 子体過形 成 　 第
・
次 硝 子体過形成

　 　 　 遺 残 　 　 　 　 　 　 　 遺 残

　 未熟児網膜症　　　　未熟児網膜症

第
．一
次硝子体過形 成

　 　 　 　 　 　 　 　 第
一
次硝子体過形成

遺残・小眼球 ・鎌状網
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 遺残

・
小眼球

　 　 膜 剥 離

　 未熟児網膜症　 　　　未熟児網膜症

視神経乳頭 先天異常　 視神経乳 頭 先天異常

　 視神経 乳頭委縮　 　 　視神経乳頭委縮

　 未熟児網膜症　　　　未熟児網膜症

　 　 小眼球 症　　　　　　 無眼 球症

　 未熟児網膜症　　 　　未熟児網膜症

　 未熟児網膜症 　 　　　未熟児網膜症

　 　 自内障　 　 　 　 　 　 白内障

　

覚

覚

0　

光

光

有

無

有

0 ・光覚 　 　 無

　 o　 　 　 無

光覚 　 　 無

光覚 　 　 無

手動弁　　無

光覚 　 　 有

光覚 　　 　有

光覚 　 　 有

光覚 　 　 有

1：6以 降

1：6以 降

1：6以 降

1：6以 前

1：6以 降

1：6以 隣

1：6以 降

1：6以 降

1；6以 前

1：6以 前

1：6以 降

1：6以 前

可

可

可

不可

可

可

可

可

桝

可

可

祠

無

無

無

有

有

無

無

無
有

有

無

有

Fig．1　玉落 と し課題 に 使用 した 教材

さに あ っ た机と椅子 を使用 した 。 教材の 上面の

穴すべ て に 玉 を乗せ 、机上 に設置 した 。 対象児

に 平面上 にある 玉 を探 し て 落 とす よ う教示 し、

自由探索を させ なが ら穴に 玉 を落 とさせ た 。 試

行中は 対象児 の モ チ ベ ーシ ョ ン維持 の た め に 、

「じ ょ うず」「た くさん お として るね」等の 声掛

けを行 っ た 。 また、慣れ ない 人等へ の 適応 に困

難を示す対象児におい て は 、 担 当教員に対象児

の 隣iに座 っ て もらい なが ら調査 を行 っ た 。 対象

児が玉 に触 れた ら開始 と し 、 玉 をすべ て 落 と し

終わるか、対象児が 課題 に飽 き、椅 子か ら立ち

上 が っ た ら終了 とした 。 こ れ を 一試行 として計

三試行お こ な っ た 。 なお、対象児は 言語で 課題

を理解で きる程度の 知的水準で はな く、 課．題に

集中す る こ とが困難で ある と予想 され たた め練

習試行は行 わなか っ た 。 記録 は、対象児 の 手が

映 る位置に ビデ オ を設置 し、録画 した 。

　 4 ．分析

　分析 は以下 の 3 つ の 観点か ら行 っ た 。

　（1）手首 ・腕 の 動作 ：水平面 の 空間認知能力

は以 下 の A か ら D の 「点」 か ら 「正 中線 交差」

の 順 に変化す る とい う視点か ら、課題遂行中の

手首 ・腕の 動作 を 4カ テ ゴ リー
に分類 した 。

一

試行目と三 試行日にお ける各カテ ゴ リ
ーの 動作

の 有無お よび、各カテ ゴ リ
ー

の 課題 遂行時間 を

求 めた 。

A ： た た く動作 （点）

B ： 内側 か ら外側 へ の ラ ン ダ ム な直線 的動作

　　 （線＞

C ： 手首 または肘 を支点 とした面的動作 （面）

D ： 正 中線を越 える動作 （．正中線交差）

　   左右の 手の 使い 方の 組み合 わせ ：左右 の

手の 使 い 方の 組 み合 わせ は片手の 使用か ら両手

の 使用の 順 に変化す る と い う観点 か ら 2 カ テ ゴ

リ
ー

に分類 し、課題 を行 っ て い る総時間に 占め

る各カテ ゴ リ
ー

の 割合 を求め た 。

　 （3）行動観察か らの 特徴 ： 目押 しの 有無、玉

を 落 とす 方略 と い う観点か ら行動観察を行 っ

た 。

皿．結果

　 1 ．手首 ・腕の動作

　課題遂行中の 手首お よび腕の 動作に つ い て 4

カテ ゴ リー
に分類 し、　

．・
試行 目お よび 三試行 目

に おける各カ テ ゴ リ
ーの 動作の 出現人数、課題
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遂行時の 各 カ テ ゴ リ
ーの 平均 時間 、 お よ び総時

間に占め る各 カテ ゴ リーの 割合 を求めた。

　その 結果 、 各カ テ ゴ リ
ーの動作の 有無 に つ い

て は 、

一試行 目 は対象児 12名の うち、点の 動

作の 出現 した者 は 3 名 、 線 の 動作が 7名 、 面の

動作が 12名、正 中線交差の 動作が 9 名で あ り、

点の 動作は線 ・面 ・正中線交差 の 動作に比 して 、

出現が 少 なか っ た。 また、三 試行 目に なる と 、

12名の うち点の 動作が 認 め られ た 者 は 1 名の

み で あ る の に対 して 、 線 の 動作 が 10名 、 面 の

動作が 12名 、 正中線交差の 動作が 10名 で 認め

られ 、

一
試行 目と同様に点の 動作は他の 動作に

比 して出現が少 なか っ た （Table　2）。

　 さ らに、一
試行 目と三 試行 目を比較す る と、

一
試行 目に点の 動作が出現 した 3名の うち三試

行 目に も出現 した もの は 1名の み で あ り、2 名

は出現 しなか っ た 。 また 、 線の 動作は
一

試行 目

に 7 名 で あ っ た の に 対 し て 三 試行 目 で は 10名

に出現 し、一試行 目に比 して 3名増えた 。 面の

動作 が認め られ た人数 は 、

一
試行 目と 三 試行 目

で変化は見 られなか っ た 。 正 中線 を交差する動

作 は
一

試行 目に 9 名で あ っ た の に対 して 三試行

目 で は 10名 に 出現 し、一試行 目に 比 し て 1 名

増加 した 。

　各 カ テ ゴ リ
ー

の 課題遂行時間に つ い ては 、一

試行 目で は点の 動作が 8．3秒、線 の 動作が 7．2秒、

面の 動作が 59．3秒、正 中線交差 の 動作が 56．9秒、

総 時間が 131．7秒 で あ っ た 。 三 試行 目で は 、 点

の 動作 が O．2秒 、 線 の動作 が 6．6秒、面 の動作が

45秒、正 中線交差 の 動作が 44。3秒 、 総 時 間が

96，1秒で あっ た （Table　3）。

一試行 目と 三 試行目

の 総時間を比較す る と、三 試行 目の 方が短時間

で 課題 を遂行 して い た 。 また、一試行目の 平均

時間は 、 点の 動作お よび線の 動作の 時間に比 し

て、面の 動作お よび正 中線交差 の 動作 の 時間が

長 か っ た 。 三 試行 目の 平均時間も一
試行 目と同

様に、点の 動作お よ び線 の 動作 の 時間 よ り、 面

の 動作お よび 正 中線交差 の 動作 の 時 間が長か っ

た 。 さらに、総時間に対 する各カ テ ゴ リ
ー

の 占

め る 割合は、一試行 目に お ける平均課題遂行時

間で の カ テ ゴ リ
ーご との割合は、一

試行目にお

い て は 点 の 動作が 6．0％ 、線の 動作 5．5％ 、 面の

動作 45。1％、正 中線交差 の 動作 43．2％で あ り、

三試行目で は点の 動作が 2．1％ 、 線の 動作 6．9％ 、

面 の 動作 46．8％、正 中線 交 差 の 動作 46．1％ で

あ っ た （Table　4）。

一
試行目と三 試行 目の い ず

れ も点 の 動作お よび線の 動作 に比 して 、 面 の 動

作 お よ び 正 中線交差の 動作の 割合が高か っ た 。

Table 　2　
一

試行 目お よ び 三 試行 目に お ける手首 ・腕 の 動 きの 出現人数 （人）

点 線 面 正 中線
一

試 行 目

三 試行目

3

ユ

70　

1

2211 90　

ユ

Table　3　
一

試行 目および 三 試行 日に お ける手首 ・腕の 動 きの 平均 時間 （秒）

占… 線 面 正 中線　　 総時 間

一
試 行 目　　　8．3

三試 行 目　 　　0．2

ワ臼
ρ
07

ρ
0

59，345
．0

0ぜ

3

ρ
04
尸
04 131、796

ユ

Table　4　
一試行目および三 試行 目に お ける 手首 ・腕の 動 きの 平均 時間 で の カ テ ゴ リーご との 割合 （％）

点 線 面 正 中線
一

試行 目

三 試行 目

Olρ
0

ワ臼
5Q

》
5
ρ
0

18
尸
D

だ

U4

凸
4

43．246

．1
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　 2 ．左右の手の使い 方の組み合わせ

　課題遂行 中の 左右の 手の 使 い 方の 組み合わ せ

を片手お よび両手 の 2 カテ ゴ リーに分類 し 、 課

題 を行っ た総時間に 占め る各カテ ゴ リ
ーの 時間

の 割合 を試行 ご とに求め 、分析を行 っ た 。

　そ の 結 果、12名中 9 名は
一

試行 目 の 時点で

両手 を使用す る割合 が 70％ を超 えて い た 。

一

試 行 目で 両 手 を使用 す る 割合が 70％ 以 下 で

あ っ た D 児 、 1児 、 H 児 の 3 名に つ い て各試行

にお ける 両手使用の 割合 を見 る と 、 D 児は 両手

を使用 する割合は
一

試行 目が 52％ 、 二 試行 目

が 72％ 、 三試行 目が 96％ で あ っ た 。 1 児で は 両

手使用の 割合が
一
試行 目は 38％で あ っ たの が、

二 試行 目お よび三 試行 目に は 100％で あ っ た 。

H 児 は両手を使用 する割合が一試行 目は 12％ 、

二 試 行 目は 76％ 、 三 試行 目は 34％ で あ っ た

（Table　5）。
　 D 児お よび 1児 に お い て は 、 試行数

を重ね る た び に両手 を使用す る割合 が増 加 し

た 。 1 児、H 児 ともに 、一試行 目に比 して 二 試

行 目以 降に 両手使用 の 割合が顕著 に増加する傾

向が認め られ 、 1児 は二 試行 目以 降で片手使用

が消失した 。 H 児にお い て 、 二 試行目よ りも三

試行 目で 片手使用 の 割合が や や 増加 して い る

が 、 三 試行 目における片手使用 は 意識的 に両手

で交互 に 1 つ の 玉 を落 として楽 しん で い る様子

で あ っ た 。

　 3．行動観察か らの特徴

　玉落 と し課題 中にお ける行動の 特徴 を目押 し

行動 の 有無お よ び玉 を落 とす方略 と い う観点か

ら観察 した。 目押 し行動 につ い て は 、

一
試行 目

で 目押 し行動が 出現 した者が 5 名 （A 児、C 児 、

D 児、E 児、　 L 児）い たが 、この うち C 児 を除 く

4名は 三 試行 目で 出現 しな くな っ た 。 三 試行 目

で も目押 し行動が 認め られ た C 児 に つ い て は 、

課題遂行時 に担 当教員が隣 に座 り励 ましの 言葉

をか ける こ とが必 要で あ り、新規場面お よび人

等へ の 強い 不安が 観察され た。また 、日常生活

の 中で 常 同行動が観察 され る 5名 （D 児 、 E 児 、

J児 、 L 児 、 1児）の うち、　 J児、　 L 児は課題 遂行

中の 目押 し行 動 が 全 く出現 せ ず、D 児、　 E 児

1 児の 3 名も三 試行 目で 出現 しな くなっ た 。 こ

の 5名 の うち 4 名 （D 児 、 J児 、
　 L 児 、 1児）は 1

歳 6 か 月以前の 図形弁別 レ ベ ル で あ っ た 。 また 、

課題遂行中の 左右の手の 使い 方の 組 み合わせ と

目押 し行動の 出現 と の 関連に つ い て は、両 手使

用 の 割 合が
一

試行 目 にお い て 70％ 以下 で あ っ

た D 児、1児 の 2 名で 目押 し行動が 出現 して い

たが、い ずれ も三試行 目で は両手使用が増加 し、

目押 し行動が 出現 しな くなっ た 。 こ の 2名は い

ずれ も図形弁別 レ ベ ル が 1歳 6 か 月以 前で あ っ

た （Table　6）。

　落とし方の 方略 につ い て は 、 落 とす瞬間に
一

本の 指で
一

つ の玉 を落 とす者が多数 い たが 、 そ

の 他に両手の 指を数本ず つ 使用 して 同時に数個

の 玉を落 とす様子が 2 名で見 られ た 。 また 、 手

の ひ らで複数の 玉 を上 か ら押 さえて
一

度に落と

す様子が 4名で見 られた 。 さら に 、 盤上を探索

しなが ら手 の ひ らで 玉 を擦 り落 とす行動が 5 名

で 見られ た 。 また、 盤上の 半円 に沿 っ て 同心円

に弧を描 い て玉 を落 とす手指の 動 きが 7 名 に見

られた 。

N ．考察

　発達の 初期段階の 盲児は、平面空 間上で の 能

動的な手指探索行動 の 拡大が空間行動 を体制化

し、 空間的認識 を基礎か ら育て て い く （佐 島，

2006）。 本研 究で は、平面空 間上 の 手指探索行

動の 拡大 を図る教材 として玉落 とし課題を開発

Table　5　D 児 ・H 児 ・1児にお ける両手を使用する時間の 割合 （％）

一試 行 目 二
．
試行 目 三試行 目

D児

H児

1児

228「
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Table　6 対象児 の 実 態お よび 目押 し行動 と左右 の 手 の 使 い 方 の 組 み 合 わせ の 関係

　 　　 日常的 な
対 象児
　 　　 常 同行動

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 左右 の 手の 左右の 手 の

図形 弁別 　 目押 し行動 　目押 し行 動 　使い 方 の 　 使い 方 の

レベ ル 　　（試 行 目） （三 試 行 目） 組 み 合 わせ 組 み合 わせ

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （
一

試行目） （三 試行目）

ACDE

亅

L
［

無

無

有

有

有

有

有

1 ；6以 降

1 ：6以 降

1 ；6以前

1 ：6以 降

1 ：6以前

工 ：6以前

1 ：6以前

有

有

有

有

無

無

有

無

有

無

無

無

無

無

手

手

手

手

手

手

手

両

両

片

両

両

両

片

手

手

手

手

手

手

手

両

両

両

両

両

両

両

し、盲児の 探索行動の 変化を観察する こ と を通

して 玉落 と し課題の 有用性 と手指探索行動の 変

化に つ い て 検討 した 。

　そ の 結果 、 手首 ・腕の 動作を分析 した と こ ろ

一
試行 目か ら三試行 目にか けて、点の 動作が 出

現 した者が減少傾 向を示 した。また、三 試行目

に おける総 時間 の 中の 点の 動作 が 0．2秒 とほ と

ん ど出現 して い なか っ た 。 こ の こ とか ら、点の

動作 は線 ・面 ・正中線交差の 動作に比 して初期

的な動作で ある と考え られ る 。 すな わ ち、点の

動作と線 ・面 ・正 中線交差 の 動作 の 間に は発達

的段階性が ある こ とが示唆 され る 。 また 、一
試

行 目と三試行 目の い ずれ も点の 動作お よび線の

動作の 時間と比 較 して 、面の 動作お よ び正 中線

交差 の 動作 の 時間の 方が 長か っ た 。 こ の こ とか

ら、点 ・線の 動作 と面 ・正中線交差 の 動作問に

も一
定の 発達的段 階が ある こ とが示唆され る。

　以 上 を総合 する と、 少 な くとも、盲児の 手指

探索行動 は 、 （1）点 の動作、（2）線の 動作 、 （3）

面 ・正中線交差の 動作 とい う順序性 の あ るこ と

が示唆 され る 。 点 の 動作は空間的広 が りを持 た

ずにそ の場で留 まる
一

次元的動作、線の 動作 は

点と点の 間 をた どる動作 で あるの に対 して面 ・

正 中線交差 の 動作 は 一定の 空 間 の 広 が りをイ

メ ージする 空間認知 の 力を必要 とする手の 動 き

で ある と考 えられ る 。 したが っ て 、こ の よ うな

点、線、面 ・正 中線交差 と視 点か ら手の 動 きを

観察す る こ とに よ っ て 、 盲児の 空間認知能力を

評価する
一

助となる と考 える 。 なお 、 点の 動作

およ び線の 動作につ い て は 、 本研究で対象とし

た者 よ りも初期 的な、モ ノ の 出 し入れが 成立 す

る前 後の 認知レベ ル の 者を対象に調査す る こ と

に よ っ て段階の 違 い を よ り明確 に 示す こ とがで

きると考 える 。 また 、 面 ・正中線交差 の動作に

つ い て は 、 空間把握 の 観点か ら さらに 詳細 に手

の 動作 を分類 し分析する こ とに よ っ て 、そ の 順

序性 を明 らか にする こ とが で きる と考える 。 こ

れ らの 点に つ い て は今後の 課題 とした い 。

　次 に 、 使用 す る手の 組 み 合わ せ に つ い て は 、

一
試行 目で 両手 を使 用 して い た 時 間の 割合 が

70％以下 で あ っ た 3 名の うち、
二 試行 目以降に

お い て 2 名で 両手の 使用が 増加傾 向に あ っ た 。

こ の 2 名は い ずれ も図形弁別 レ ベ ル が 1歳 6 か

月以 前で あ り、 手指操作技能は小 さな穴 に物 を

入 れ る こ とが困 難な程度 の 者で あ っ た 。 した

が っ て 、 玉 落 と し課題は こ の よ うな初期的発達

段階の 盲児 に つ い て 両手 の 使用 を増加 させ る効

果がある こ とが示唆 され た。また、試行を重 ね

る こ とで初期的発達段 階 の 者は片手か ら両手 の

使用 が増加 した こ と、図形弁別 レ ベ ル や 手指操

作技能が 高い 者 は両手を使用す る割合が 多か っ

たこ とか ら、片手の み の 使用か ら両手 の 使用 と

い う発達 的方向性が示唆 された 。 なお 、片手の

使用が 二 試行 目よ り三 試行 目で増加 した H 児に

つ い て は 、 図形弁別レベ ル が高 く片手で落 とす

こ とを自分な りに楽しん で い た ため両手の 使用

が減少 したと考える。

　課題遂行に お ける総時間の 観点で は、一試行

目 よ り三 試行 目の 方 が短 い とい う結果 で あ っ

た 。 これ は 、 練習試行 を行 っ て い な い こ とに よ
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る練習効果で ある可能性 と、対象児の 手指探索

行動 の 変化 に よる 可能性 の 両方が 考 え られ る 。

また 、 対象児 に よっ て は 自身の 工夫に基づ い て

課題 をゆ っ くり楽 しむ者 もお り、 総時間が 短い

ほ ど段階が 高次で ある とは必 ず し もい えな い 。

しか し、い ずれ に して も対象児が意欲 的に課題

に取 り組ん だ結果 として 課題 遂行時 間が 短 く

な っ た と考えられ る こ とか ら、玉 落とし課題 は

盲児 の 主体的な手指探索行動を促 す点 におい て

有用であ る と言 える だろ う。

　目押 し行動 に つ い て は 、

一
試行目に 目押 し行

動が 出現 した 5名中 4 名が三試行 目で 出現 しな

か っ た。また、普段 の 生活の 中で 常 同行動が 観

察 され る 5 名の うち、2名は課題遂行 中の 目押

し行動が出現せ ず 、

一
試行目に 目押 し行動が 出

現 した 3名 も三 試行 目には出現 しな くな っ た 。

す なわ ち、 日常的に常同行動が 観察され る 5名

すべ て が 、 課題遂行中に 目押 し行動が 出現 しな

い か、あ る い は三 試行 目に は認め られ な くな っ

た。 こ れ ら の 結果か ら、玉落 と し課題 は 日常 的

に常同行動が観察され る盲児に対 して 、 興味 ・

関心 を持続的に引 き出 しな が ら手指探索行動 の

変化 を促す こ とが可能な教材で ある こ とが示唆

され た 。

　また、課題遂行中の 左右の 手 の使 い 方の 組み

合 わ せ と 目押 し行動の 出現 との 関連 に つ い て

は 、

一試行 目で 両手使用 の 割合が 70％ 以下 と

少 な く目押 し行動 も出現 した 2 名にお い て 、 三

試行目に は 両手使用が増加 し、目押 し行動が出

現 しなか っ た 。 こ の こ とか ら、玉 落とし課題に

お ける手指探索行動の 拡大、特 に 両手使用の 増

加は 目押 し行動 の軽減に関連す ると考え られ る

と ともに 、 玉落 と し課題 は 目押 し行動 とい う自

己刺激行動 を生起 させ に くい 動機づ けを持 っ た

課題で ある こ とが 示唆され た。 こ うした課題学

習 における 目押 し行動の 減少が 日常的な 目押 し

行動 の 減少 に も般化す るか ど うか に つ い て は、

今後さ らに検討 して い きた い
。 また 、 図形弁別

レベ ル が 1 歳 6か 月以前 で ある 盲児に つ い て 、

初め て 扱う教材で か つ わずか三試行で あるにも

かかわ らず変化が 見 られた 点か らも、玉落 と し

課題 は初期 的発達段階に ある盲児の 手指探索行

動 の拡大 に有用で ある とい え よ う。

　 また 、 対象児それぞれの 興味 ・関心 に応 じて 、

早 く落とすため に手掌で複数の 玉 を上 か ら押 さ

えて
一

度に 落とした り、盤上 を探索 しなが ら手

掌で 玉を擦 り落 と した りする な ど 、 対象児 自身

で 楽 しみ方 を工 夫 しなが ら活動 して い る場面 も

見られ た 。 こ うした こ とか ら、玉落 とし教材 は

対象児 の 積極的な探索方略の 工 夫 を引 き出す こ

とがで きる教材で ある こ とが示唆され る 。

　さ らに 、 試行 を重ねる こ と で 課題遂行に か か

る総時間が 短 くなっ てお り同 じ時間で 広範 囲の

玉 を落 と して い る こ と、お よび点の動作か ら線 ・

面 ・正 中線交差の 動作が 増加 した こ とか ら、素

早 くそ して 広い 空間をイメ ージ した手指探索行

動へ と変化した と考え られる 。 行動観察にお い

て 盤上 の 半円に沿っ て 弧 を描 きなが ら玉 を落 と

す動作が現れた こ と も、 広範囲を効率よ く探索

し広 い 空間 をイメ ージ した手指探索行動へ の 変

化に関連 して い る と考 える 。 その 背景には 、 （1）

水平面 であ るこ とで触運 動感覚に よ っ て連続的

に空 間情報 を把握で きる こ と、 （2）つ まむ 、 持

ち上 げる 、 運動を調整 して 穴に はめる などの 動

作が不要で あ り、 必要 な動作が 「押す」の み で

ある こ と、（3）穴 に玉 を落 とす際 に抵抗が あ り

固有覚フ ィ
ー

ドバ ッ クがあ る こ と 、 （4）5c皿 と

い う間隔が 探索時の 偶発的な動作の 中で 新 しい

玉 を見 つ けられ る程度 の 範囲で あ っ た と考 え ら

れる こ と、（5）同心 円状 の 玉の 配置が探索時 に

おける手 ・腕の 自然な弧の 動 きに同期 した こ と

とい っ た点が挙 げ られる 。 また、そ の こ とが 触

空 間の イ メージ化 に有効で あ っ た と考 える 。 以

上 の こ とか ら、玉 落とし課題は 教材 の 構造が 触

探索に対する応答に優 れて い る こ とが示唆 され

る 。

V ．まとめ

　晴眼児は 視覚か ら の 情報が モ チ ベ ーシ ョ ン と

な っ て探索行動 を広げるこ とが可能だが 、 盲児

は 自分 の行為の フ ィ
ー

ドバ ッ ク を視覚的 に得 る

こ とが で きな い た め 、外界へ の 興味を持 ちに く
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い （佐島 ， 2008）。 本研究で は 、平面空間上 の 手

指探索行動を拡大 させ る教材 とし て 玉 落 と し課

題 を開発 し、 玉落 とし課題の 有用性 と課題遂行

時の 手指探索行動の 変化に つ い て調査 を行っ た

結果、玉落 とし課題は初期的発達段 階の 盲児に

対して平面空間上 にお ける積極的な手指探 索行

動を拡大 し片手か ら両手の 使用 へ と促す点、探

索方略の 工 夫や広範囲の 手指探索行動を数回 の

試行で 引 き出す点 にお い て有用 であ るこ とを明

らか に した。また、課題遂行中に 目押 し行動が

出現 した盲児に お い て そ れが 出現 しな くな っ た

点にお い て も、盲児の 主 体的行動 を引 き出す教

材 と して有効で ある と考 える 。 また、平面空間

上 における手指探索行動には、（1）点の 動作 、 （2）

線の 動作、（3）面 ・正 中線交差の 動作 とい う川頁

序性が ある こ と を示 した こ とは 、 盲児 の 空 間認

知能力 を評価する際の 視点 を示 した 点に おい て

意義が ある と考 える 。

一
方、玉落 とし課題 に使

用す る教材 に おい て は 、 玉の セ ッ トに人手や 時

間がかかる こ とか ら、 実用性を考慮 して さらに

改善 して い きた い 。
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 The Usefulness of  the Ball Dropping  Activity and  the Changes of  the

Exploratory  Behavior  on  a Horizontal Plane in Children with  Blindness

Yiika SAKAMOTO  and  [[buyoshi SASHIMA

  It is important as  a  foundation of  cognitive  development to raise the exploratory  behavior which

serves  as a base of  spatial  recognition  in blind children.  In order  to urge  development of  the

exploratory  behavior in blind children, activities which  include children  to search  a  plane surface  and

drops a ball into the hole found on  surface  has been practiced. This research  aimed  to clarify the

fo11owing twe points; (1) the usefulness  of  the ball dropping activity, and  (2) the changes  of  the

exploratory  behavior on  a plane surface. The search  had 12 blind children  with  figure discrimination

level around  1 and  a halfyears old  to do the ball dropping activity  3 times. Analysis was  conducted

from  the fo11owing three points; changes  in the hand movement,  changes  in the use  of  two  hands and

behavior observation.  As  a  result,  the hand  movement  changed  from searching  only  within  a  narrow

range  to a wider  range.  In addition,  searching  using  ofbeth  hands increased fromjust using  one  hand,

Moreover, it was  suggested  that the ball dropping activity attracts the child's  interest continuously,  and

brings a  change  in the child in a few trial,

Key  words:  children  with  blindness, the bali dropping activity, the exploratory  behavior
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